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一
　
楚
南
家
文
書

　

楚そ

南な
ん

家
文
書
と
は
、
現
在
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
の
所
蔵
す
る
琉
球
王
国
時
代
の
久
米
村
士
族
楚
南
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
あ

る
。
本
文
書
は
、「
楚
南
汝
欽
資
料
」（
九
〇
数
点
）
と
し
て
、
一
九
七
六
年
一
二
月
二
五
日
付
け
で
御
子
孫
の
楚
南
菊
枝
氏
よ
り
沖
縄
文
化

研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
を
経
て
、
明
治
四
年
七
月
、
明
治
政
府
は
集
権
国
家
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
廃
藩
置
県
を
行
っ
た
。
琉
球
に
対
し
て
は
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
に
一
旦
、
琉
球
藩
と
し
、
次
に
県
の
設
置
に
向
け
て
画
策
す
る
。
し
か
し
、
琉
球
側
の
抵
抗
と
宗
主
国
で
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
清
朝
の
抗
議
を
受
け
、
沖
縄
県
の
設
置
は
な
か
な
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
明
治
政
府
は
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
三
月
に
警
察
、
軍
隊
を
派
遣
し
、
沖
縄
県
を
設
置
す
る
。
沖
縄
県
の
設
置
後
、
琉
球
の
旧
士
族
は
政
治
的
地
位
を
失
い
没
落

し
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
旧
王
国
時
代
の
貴
重
な
文
献
、
資
料
は
散
逸
し
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
一
日
、

沖
縄
県
立
沖
縄
図
書
館
が
開
館
し
、
初
代
館
長
・
伊
波
普
猷
の
も
と
で
、
貴
重
資
料
の
一
部
が
収
集
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
で
、
沖
縄
本
島
は
焦
土
と
化
し
、
沖
縄
本
島
に
存
在
し
た
旧
王
国
時
代
の
文
献
、
資
料
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失

わ
れ
た
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
琉
球
王
国
時
代
の
文
献
、
資
料
は
、（
一
）
明
治
政
府
が
収
集
し
た
も
の
（
関
東
大
震
災
で
焼
失
）
の
一
部
、

（
二
）
琉
球
王
尚
家
が
東
京
に
移
る
に
際
し
て
本
土
に
移
管
し
た
も
の
（
那
覇
市
に
寄
贈
さ
れ
、「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」
と
し
て
平
成

一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
国
宝
指
定
さ
れ
た
）、（
三
）
本
土
に
移
住
し
た
旧
士
族
が
所
持
し
て
い
た
も
の
、（
四
）
旧
士
族
所
持
の
残
存
資

料
が
、戦
前
、東
京
の
古
書
市
場
を
通
じ
て
、本
土
の
公
私
図
書
館
や
個
人
の
所
蔵
に
帰
し
た
も
の
、な
ど
が
あ
る
が
、楚
南
家
文
書
は
（
三
）

楚
南
家
文
書
　
解
説

高
　

津
　

　
　

孝
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に
当
た
る
。
楚
南
家
文
書
は
、
戦
前
に
福
岡
県
に
移
っ
た
楚
南
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
で
、
戦
災
を
ま
ぬ
か
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
琉
球

旧
士
族
の
蔵
書
、
文
書
が
こ
れ
ほ
ど
纏
ま
っ
た
形
で
、
散
逸
せ
ず
に
伝
来
し
た
例
と
し
て
は
、
琉
球
資
料
中
稀
有
の
文
書
群
と
い
え
る
。

二
　
久
米
村
士
族

　

近
世
琉
球
に
は
社
会
階
層
を
異
に
す
る
四
つ
の
士
族
文
化
が
併
存
し
て
存
在
し
た
。
首
里
士
族
、
那
覇
士
族
、
泊
士
族
、
久
米
村
士
族
で

あ
る
。
首
里
は
琉
球
の
首
都
で
あ
り
、
琉
球
の
政
治
文
化
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
王
子
、
按
司
、
地
頭
の
上
級
士
、
王
府
に
仕
え
る
中
下
層

の
官
吏
階
層
で
あ
る
下
級
士
が
そ
こ
に
は
居
住
し
た
。
か
れ
ら
を
階
層
的
に
は
異
な
る
が
文
化
的
に
ま
と
め
て
首
里
士
族
と
呼
ぶ
。
那
覇
は
、

中
国
、
日
本
な
ど
と
結
ぶ
交
易
港
で
あ
る
。
交
易
に
関
連
し
た
役
人
層
が
居
住
し
た
。
薩
摩
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
琉
球
在
番
奉
行
が
居
住
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
役
職
者
に
は
、
大や
ま
と和

の
文
化
に
も
精
通
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
た
。
後
述
の
久
米
村
士
族
が
中
国
と
の
外
交
業
務
を

管
轄
し
た
の
に
対
し
、
那
覇
士
族
は
、
薩
摩
と
の
交
易
業
務
、
交
渉
に
携
わ
っ
た
。
泊
士
族
は
、
現
在
の
那
覇
市
泊
、
前
島
地
区
に
居
住
し

た
人
々
で
、
硫
黄
鳥
島
の
管
理
、
漂
着
民
警
護
、
銀
銅
の
細
工
や
医
術
に
関
わ
る
役
目
を
担
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
久
米
村
は
、
現
在
の
那
覇
市

の
久
米
、松
山
一
帯
の
地
域
で
、一
五
世
紀
前
後
か
ら
福
建
系
の
渡
来
人
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
り
、自
ら
は
「
唐と
う

営え
い
（
栄
）」
と
称
し
て
い
た
。

彼
ら
は
そ
の
出
身
、
技
能
を
活
用
し
て
、
中
国
と
の
外
交
に
従
事
す
る
職
能
集
団
と
し
て
、
琉
球
社
会
の
中
で
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
た
１
。

三
　
楚
南
家

　

楚
南
家
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
楚
南
家
は
、
久
米
村
士
族
楚
南
家
の
一
支
流
で
あ
る
。
楚
南
家
の
家
譜
で
あ
る
「
魏ぎ

姓
家
譜　

支
流
」２

は
七
世
の
魏
良り

ょ
う

珠し
ゅ

に
始
ま
る
小
宗
で
あ
る
。
元
祖
は
首
里
の
応
氏
大お

お

嶺み
ね

親ペ
ー
チ
ン

雲
上
安あ

ん

憲け
ん

で
、
四
世
の
高た

か

嶺み
ね

親ウ
ェ
ー

方カ
タ

士し

哲て
つ

（
一
六
五
三
〜

一
七
三
八
）
の
時
に
、
琉
球
国
王
の
命
令
で
、
久
米
村
三
十
六
姓
の
欠
を
補
う
た
め
に
魏
姓
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
楚
南
家
文
書
は
、
書

物
に
記
さ
れ
た
所
持
者
の
名
か
ら
、
複
数
人
の
所
持
本
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
最
も
多
い
の
が
、
一
〇
世
の
魏
掌し
ょ
う

政せ
い

の
も

の
で
、
朱
あ
る
い
は
墨
の
「
魏
掌
政
」
木
印
が
押
さ
れ
て
い
る
か
、「
魏
掌
政
」「
孝
友
軒
」「
楚
南　

孝
友
堂
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
二
〇
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点
が
認
め
ら
れ
る
。
魏
掌
政
の
父
で
あ
る
九
世
の
魏
学が

く

源げ
ん

の
も
の
も
二
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
楚
南
／
魏
宜
昌
」「
魏
宜
昌
」
の

墨
書
の
あ
る
も
の
二
点
、「
林
世
功
」
の
墨
書
あ
る
い
は
印
の
あ
る
も
の
が
四
点
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
久
米
村
御
物
」
の
墨
書
の
あ
る
六
点
、

「
屋
富
祖
／
滋
徳
堂
」
の
墨
書
の
あ
る
も
の
、「
鄭
宗
書
」
墨
書
、「
経
徳
堂
」
印
の
あ
る
も
の
、「
名
護
記
／
立
雪
堂
」
墨
書
の
あ
る
も
の
、「
親

里
記
／
聚
徳
堂
」
墨
書
の
あ
る
も
の
、「
孫
鼎
臣
」
墨
書
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
楚
南
家
文
書
は
基
本
的
に
楚
南
家
一
〇
世

魏
掌
政
の
蔵
書
を
中
心
と
し
て
、
父
で
あ
る
九
世
魏
学
源
の
蔵
書
を
一
部
加
え
、
何
ら
か
の
経
路
を
経
て
入
手
し
た
琉
球
知
識
人
の
蔵
書
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
魏
学
源
は
重
要
な
官
職
を
歴
任
し
、
中
国
に
も
わ
た
り
清
律
の
学
習
も
し
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
漢
籍
の
蔵
書
は
多

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
子
供
が
多
く
、
そ
の
蔵
書
は
子
孫
に
分
散
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

楚
南
家
文
書
の
所
持
者
で
あ
る
魏
掌
政
（
一
八
二
六
〜
？
）３
は
、
魏
姓
家
譜
（
七
世
魏
良
珠
よ
り
分
か
れ
た
小
宗
）
で
は
一
〇
世
に
当

た
り
、
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
一
一
世
の
長
男
能
任
（
童
名
真
蒲
戸
）
が
道
光
三
〇
年
（
一
八
五
〇
）
に
生
ま
れ
、

次
男
（
童
名
真
三
良
）
が
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
能
任
の
息
子
（
一
二
世
）
が
楚
南
家
文
書
の
所
持
者
「
楚
南
汝

欽
」
氏
で
あ
り
、そ
の
四
女
（
一
三
世
）
が
楚
南
家
文
書
寄
贈
者
の
「
楚
南
菊
枝
」
氏
で
あ
る
。
魏
掌
政
の
父
は
九
世
の
魏
学
源
（
一
七
九
三

〜
一
八
四
三
）
で
、
魏
掌
政
は
五
男
で
あ
る
。
道
光
一
七
年
（
一
八
三
七
）
一
二
歳
で
若
秀
才
と
な
り
、
道
光
二
〇
年
（
一
八
四
〇
）
一
五

歳
で
元
服
し
て
秀
才
と
な
り
、
道
光
三
〇
年
（
一
八
五
〇
）
二
五
歳
で
通
事
（
久
米
村
位
階
、
通
訳
官
）
に
抜
擢
さ
れ
若
里
之
子
（
首
里
王

府
位
階
、
従
八
品
）
と
な
る
。
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
一
日
に
二
七
歳
で
漏
刻
御
番
役
（
隨
役
俸
録
四
斛
、
任
期
一
年
）
と
な
り
、

黄
冠
（
従
七
品
以
上
の
冠
）
を
許
さ
れ
る
も
、
翌
年
四
月
病
気
で
退
職
し
て
い
る
。
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
八
月
三
日
に
三
〇
歳
で
漢
文

組
立
寄
役
・
文
之
類
作
為
之
中
師
匠
と
な
り
、
三
年
勤
め
て
、
咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
六
月
一
日
に
三
二
歳
で
漢
文
組
立
役
・
文
之
類
作

為
之
師
匠
（
隨
役
俸
禄
六
斛
）
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の
間
、
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
一
二
月
一
日
に
遏
達
理
官
（
従
五
品
、
当
座
敷
）
に

昇
進
し
、
咸
豊
六
年
（
一
八
五
六
）
一
二
月
一
日
に
は
都
通
事
（
久
米
村
位
階
）
と
な
り
、
座
敷
（
従
四
品
）
に
昇
進
し
て
い
る
。
そ
の
後

に
つ
い
て
は
、
家
譜
に
記
載
が
な
い
が
、『
歴
代
宝
案
』
の
所
収
文
書
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）

に
は
進
貢
船
の
存
留
通
事
と
し
て
渡
唐
、
同
治
四
年
の
冊
封
使
迎
接
の
公
務
に
携
わ
り
、
同
治
四
年
派
遣
の
接
封
・
接
貢
船
に
よ
り
、
同
治

五
年
（
一
八
六
六
）
六
月
二
一
日
に
帰
国
す
る
。
以
降
の
事
跡
は
不
明
で
あ
る
。

　

魏
掌
政
の
父
の
九
世
魏
学
源
（
一
七
九
三
〜
一
八
四
三
）
は
、
久
米
村
士
族
中
の
重
要
人
物
で
、
正
議
大
夫
（
久
米
村
位
階
、
進
貢
使
節
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の
副
使
、
従
四
品
）
に
出
世
し
て
い
る
。
嘉
慶
二
〇
年
（
一
八
一
五
）
鄭
良
弼
と
と
も
に
中
国
福
州
に
渡
り
、
四
年
間
『
大
清
律
例
』
を
学

び
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
道
光
二
年
（
一
八
二
二
）
に
は
琉
球
王
の
命
を
受
け
て
鄭
良
弼
と
と
も
に
『
新
集
科
律
』
一
六
巻
九
五
条
（『
琉
球

科
律
』
の
追
加
法
典
）
の
編
纂
に
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
道
光
一
八
年
（
一
八
三
八
）
に
冊
封
使
を
迎
え
る
冊
封
迎
接
使
に
随
行
す
る

北
京
大
通
事
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
楚
南
家
文
書
71
の
『
福
建
進
京
水
陸
路
程
』
は
、
道
光
一
八
年
（
一
八
三
八
）
一
〇
月
一
二
日
に
那
覇

を
出
発
、
二
〇
日
に
福
建
に
到
着
、
一
二
月
一
三
日
に
福
州
を
出
発
し
、
翌
年
三
月
五
日
に
北
京
に
到
着
す
る
ま
で
の
、
水
路
、
陸
路
の
行

程
を
記
し
た
も
の
で
、
北
京
へ
派
遣
さ
れ
た
琉
球
使
節
が
辿
っ
た
実
際
の
ル
ー
ト
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
道
光
二
〇

年
（
一
八
四
〇
）
に
は
、
皇
帝
が
琉
球
の
進
貢
貿
易
を
二
年
一
貢
か
ら
四
年
一
貢
に
減
少
さ
せ
る
上
諭
を
下
し
た
際
に
、
王
舅
向
邦
正
、
正

議
大
夫
鄭
元
偉
と
と
も
に
福
州
に
向
か
い
交
渉
に
当
た
り
、
二
年
一
貢
を
保
持
す
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
魏
学
源
は
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、

道
光
二
三
年
（
一
八
四
三
）
四
月
二
八
日
に
美
里
間
切
楚
南
地
頭
職
を
下
賜
さ
れ
て
お
り
、「
楚
南
」
と
い
う
家
名
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

美
里
間
切
楚
南
は
、
現
在
の
沖
縄
県
う
る
ま
市
石
川
楚
南
で
あ
る
。

四
　
久
米
村
士
族
の
蔵
書

　

楚
南
家
文
書
分
類
目
録
は
、
中
国
古
典
籍
を
分
類
す
る
場
合
の
分
類
基
準
で
あ
る
四
部
分
類
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
四
部
と
は
、

経
部
・
史
部
・
子
部
・
集
部
を
指
す
。
経
部
は
、
儒
教
の
経
典
及
び
そ
の
注
釈
書
、
文
字
学
の
書
物
等
を
収
め
、
史
部
は
、
歴
史
書
、
地
理

書
を
中
心
に
政
治
、
法
律
関
係
の
書
物
、
図
書
目
録
を
収
め
、
子
部
は
、
哲
学
、
思
想
の
書
物
、
天
文
学
、
医
学
な
ど
理
学
の
書
物
、
占
い
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な
ど
の
術
数
の
書
物
、
芸
術
、
宗
教
、
雑
記
、
類
書
な
ど
の
書
物
を
収
め
、
集
部
は
、
文
学
作
品
や
評
論
の
書
物
を
収
め
る
。

　

以
下
、
楚
南
家
文
書
中
の
書
物
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
経
部
に
お
い
て
特
に
重
要
な
書
物
が
『
漱
芳
軒
合
纂
四
書
體
註
』（
楚
南
９

〜
14
）
で
あ
る
。『
四
書
体
註
』
は
琉
球
に
お
い
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
乾
隆
二
七
年
（
一
七
六
二
、
宝
暦
一
二
年
）、
薩
摩
へ
向
か
っ
て

い
た
琉
球
船
が
流
さ
れ
て
土
佐
に
漂
着
し
、土
佐
の
藩
儒
戸と

部べ

良よ
し

煕ひ
ろ

が
漂
流
し
た
琉
球
人
の
尋
問
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
筆
記
録
『
大
島
筆
記
』

に
は
、
こ
う
言
う
４

。

琉
球
の
学
校
、
小
学
四
書
六
経
を
業
と
す
、
近
頃
ま
で
は
備
旨
と
云
書
を
用
ひ
居
た
る
が
、
近
年
四
書
体
註
わ
た
り
、
是
が
集
註
の
昭

考
に
簡
明
な
末
疏
じ
や
と
て
、
今
は
是
を
用
ゆ
と
照
屋
里
之
子
云
へ
り
。
‥
‥
学
校
あ
ま
り
大
な
る
と
は
聞
へ
ず
、
聖
堂
と
並
ひ
立
り
。

‥
‥
学
校
の
名
は
明
倫
堂
と
云
、
王
子
以
下
誰
に
て
も
就
学
あ
る
事
也
。
学
校
に
あ
ら
ず
し
て
自
宅
に
て
講
す
る
者
も
あ
り
、
王
子
按

司
三
司
官
な
と
へ
出
講
す
る
事
も
あ
る
也
。
国
王
の
侍
読
は
各
別
也
。
久
米
村
の
学
官
は
本
唐
の
通
り
に
直
読
に
教
る
也
。
夫
を
講
官

よ
り
国
読
へ
通
す
る
様
に
も
教
る
也
。
点
本
は
薩
摩
の
僧
文
之
が
点
を
用
ゆ
。
傍
よ
り
琉
球
朱
子
学
な
り
や
と
問
へ
る
に
、
甚
怪
め
た

る
様
子
也
。
子
細
は
本
唐
も
琉
球
も
学
業
と
云
へ
ば
、
小
学
・
四
書
集
註
章
句
・
五
経
集
伝
よ
り
外
は
な
く
、
何
学
と
云
様
な
る
名
目

は
無
き
故
也
。
良
煕
近
思
録
学
術
の
大
事
な
る
由
を
演
説
す
。

　

こ
の
琉
球
船
の
責
任
者
は
、
潮し
お

平ひ
ら

親ペ
ー
チ
ン

雲
上
、
翁お

う

姓
、
名
は
士し

璉れ
ん

、
名
乗
り
は
盛
成
で
首
里
赤あ

か

平ひ
ら

の
人
で
あ
る
５

。
琉
球
の
首
都
で
あ
る
首

里
に
国
学
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
七
九
八
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
章
中
の
「
学
校
」
は
、
久
米
村
の
明
倫
堂
を
指
す
。
文
中
の
「
照て
る

屋や

里サ
ト

之ヌ

子シ

」
は
久
米
村
の
出
身
者
で
あ
ろ
う
。
久
米
村
に
明
倫
堂
と
い
う
学
校
が
作
ら
れ
た
の
は
、
一
七
一
八
年
の
こ
と
で
、
そ
こ
で
は
、

中
国
と
の
朝
貢
関
係
に
付
随
す
る
種
々
の
業
務
、
外
交
交
渉
を
遂
行
す
る
高
度
の
能
力
を
有
す
る
人
材
が
育
成
さ
れ
た
。
こ
の
記
録
か
ら
、

久
米
村
士
族
の
教
育
機
関
で
あ
る
明
倫
堂
で
は
、
最
初
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
『
四
書
備
旨
』
が
用
い
ら
れ
６

、一
七
六
二
年
頃
に
は
、『
四

書
体
註
』
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
備
旨
』『
四
書
体
註
』
は
、
共
に
南
宋
の
朱
熹
の
『
四
書
集
註
』
に
基
づ
き
、
そ
の
注
を
更
に
詳
細
に
敷
衍
し
た
科
挙
の
受
験
参
考
書
で

あ
る
。
一
般
に
挙
業
書
と
呼
ば
れ
、
中
国
の
学
術
の
分
野
に
お
い
て
の
評
価
は
低
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
著
名
な
蔵
書
家
た
ち
の
所
蔵
の
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対
象
と
は
な
ら
ず
、
中
国
の
代
表
的
な
図
書
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
い
。『
備
旨
』
は
、
明
・
鄧
林
の
著
作
で
あ
る
『
四
書

備
旨
』
あ
る
い
は
『
四
書
補
註
備
旨
』
で
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
一
番
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
明
・
鄧
林
撰
、
清
・
杜
定
基
增
訂
『
新

訂
四
書
補
注
備
旨
』
一
〇
卷
で
、
乾
隆
四
四
年
（
一
七
七
九
）
杜
定
基
序
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
が
同
治
年
間
以
降
、
様
々
な
書
肆
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
る
。
袖
珍
版
も
あ
り
、
ま
た
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
東
京
博
文
館
大
橋
新
太
郎
・
銅
版
印
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館

蔵
）
も
あ
る
７

。
鄧
林
は
、号
退
庵
、広
東
・
新
会
の
人
で
あ
る
。
洪
武
二
九
年
（
一
三
九
六
）
の
挙
人
（
郷
試
の
合
格
者
）
で
、著
書
に
『
退

庵
遺
稾
』
七
巻
が
あ
る
８

。『
新
訂
四
書
補
注
備
旨
』
は
、
頁
の
下
三
分
の
二
に
朱
熹
『
四
書
集
注
』
の
経
文
、
注
文
を
そ
の
ま
ま
載
せ
、

経
文
の
語
句
に
逐
語
的
に
鄧
林
の
注
釈
を
施
し
、
頁
の
上
三
分
の
一
に
各
章
、
各
節
の
要
旨
を
ま
と
め
た
章
旨
、
節
旨
や
語
句
、
人
名
の
説

明
を
載
せ
る
。
四
書
の
要
点
が
簡
便
に
分
か
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
四
書
体
註
』
は
、
清
・
范
翔
撰
『
漱
芳
軒
合
纂
四
書
體
註
』
で
あ
る
。
著
者
の
范
翔
に
つ
い
て
は
未
詳
。
康
煕
三
一
年
（
一
六
九
二
）

の
范
翔
の
自
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
漱
芳
軒
は
范
翔
の
書
斎
の
名
で
あ
る
。『
漱
芳
軒
合
纂
四
書
體
註
』
は
、『
新
訂
四
書
補
注
備
旨
』
と
は

異
な
り
、
朱
熹
『
四
書
集
注
』
の
経
文
、
注
文
は
頁
の
下
三
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
、
頁
の
上
三
分
の
二
に
、
各
章
、
節
の
要
旨
の
ほ
か
、
有

名
人
の
四
書
に
つ
い
て
の
注
釈
、
評
論
、
解
説
を
集
成
し
て
掲
載
し
て
い
る
。「
合
纂
」
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

こ
の
『
漱
芳
軒
合
纂
四
書
體
註
』
が
、乾
隆
二
七
年
（
一
七
六
二
）
に
近
い
こ
ろ
、琉
球
に
伝
わ
り
、そ
れ
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
『
四

書
備
旨
』
に
代
わ
り
、
久
米
村
の
明
倫
堂
に
お
い
て
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
琉
球
で
は
一
七
九
八
年
に
最
高
学

府
で
あ
る
国
学
が
首
里
に
設
置
さ
れ
た
。
国
学
で
は
漢
籍
を
専
門
に
学
ぶ
学
生
に
対
し
て
試
験
を
行
い
、『
四
書
体
註
』『
五
経
体
註
』『
二
十
一

史
』
か
ら
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。
琉
球
の
士
族
社
会
に
お
い
て
『
四
書
体
註
』
は
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

楚
南
家
文
書
に
含
ま
れ
る
『
漱
芳
軒
合
纂
四
書
體
註
』
は
、
う
ち
二
点
に
封
面
が
残
っ
て
お
り
、
書
誌
的
情
報
が
判
明
す
る
。
一
点
（
楚

南
９　

口
絵
23
）
の
封
面
は
、「
嘉
慶
廿
年
孟
夏
新
鐫
／
苕
溪
范
紫
登
參
訂
／
四
書
體
註
／
字
遵
／
部
頒
正
□　

集
古
堂
藏
板
」
で
、
嘉
慶

二
〇
年
（
一
八
一
五
）
四
月
に
、
集
古
堂
と
い
う
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
一
点
の
封
面
（
楚
南
10
、
口

絵
24
）
は
、「
道
光
丁
酉
孟
春
新
鐫
／
苕
溪
范
紫
登
參
訂
／
校
對
／
無
訛
／
銅
版
四
書
體
註
／
字
遵
／
部
頒
正
韻　

集
古
堂
藏
板
」
で
、
道

光
一
七
年
（
一
八
三
七
）
に
同
じ
く
集
古
堂
と
い
う
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
朱
文
印
「
魏
掌
政
」９
は
、
本
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書
の
所
持
者
で
楚
南
家
の
一
員
で
あ
る
。

　

口
絵
24
―
３
に
掲
げ
た
も
の
は
、
魏
掌
政
所
持
本
の
『
大
学
』
巻
頭
で
あ
る
が
、
朱
点
が
施
さ
れ
、
詳
細
な
注
記
が
な
さ
れ
、
真
摯
な
学

習
の
痕
跡
が
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
中
国
古
典
文
に
訓
読
の
記
号
が
施
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
国
人
の
後
裔
と

い
う
位
置
付
け
で
あ
り
、
教
育
の
過
程
で
、
高
度
な
中
国
語
学
教
育
、
中
国
古
典
教
育
を
施
さ
れ
る
久
米
村
士
族
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
全
面

的
に
中
国
語
で
中
国
古
典
を
学
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
の
資
料
か
ら
見
て
取
れ
る
。
前
述
の
『
大
島
筆
記
』
巻
下
に
は
「
学

校
に
あ
ら
ず
し
て
自
宅
に
て
講
す
る
者
も
あ
り
、
王
子
按
司
三
司
官
な
と
へ
出
講
す
る
事
も
あ
る
也
。
国
王
の
侍
読
は
各
別
也
。
久
米
村
の

学
官
は
本
唐
の
通
り
に
直
読
に
教
る
也
。
夫
を
講
官
よ
り
国
読
に
通
す
る
様
に
も
教
る
也
」
と
あ
り
、
久
米
村
で
は
、
基
本
的
に
中
国
音
を

用
い
て
中
国
古
典
の
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
首
里
に
出
講
し
、
王
子
、
按
司
、
三
司
官
や
国
王
に
経
書
を
講
ず
る
場
合
、
訓
読
を
用
い

て
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
久
米
村
で
も
訓
読
は
並
行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
初
学
の
段
階
で
は
訓
読
か
ら
始
め
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　

首
里
に
琉
球
の
最
高
学
府
で
あ
る
国
学
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
七
九
八
年
、
一
八
世
紀
の
最
末
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
試
験
に
際
し

て
、
講
談
学
生
に
対
し
て
は
、『
四
書
体
註
』『
五
経
体
註
』『
二
十
一
史
』
か
ら
出
題
が
あ
り
、
官
話
詩
文
学
生
に
対
し
て
は
、『
尊
駕
』『
白

姓
』『
人
中
画
』『
四
書
体
註
』
か
ら
出
題
が
あ
っ
た
と
い
う　
。
講
談
学
生
は
行
政
文
書
を
学
ぶ
学
生
、
官
話
詩
文
学
生
は
中
国
語
と
中
国

詩
文
を
学
ぶ
学
生
で
あ
る
。

　
『
五
経
体
註
』
は
、『
四
書
体
註
』
と
同
じ
形
式
の
『
五
経
』
に
対
す
る
詳
し
い
注
釈
書
で
、
科
挙
の
受
験
参
考
書
で
あ
る
。『
易
經
大
全

會
解
』（
楚
南
１
）、『
同
』（
楚
南
２
）、『
書
經
體
註
大
全
合
纂
』（
楚
南
４
）、『
重
訂
詩
經
衍
義
合
參
集
註
』（
楚
南
６
）
が
『
五
経
体
註
』

に
当
た
る　
。

　

国
学
の
講
談
学
生
が
学
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
『
二
十
一
史
』
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
か
ら
『
元
史
』
に
至
る
二
十
一
種
の
「
正
史
」、

政
府
編
纂
の
王
朝
史
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
膨
大
な
書
物
で
あ
り
、
全
て
を
学
ぶ
こ
と
は
中
国
の
士
大
夫
に
と
っ
て
も
困
難
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
人
が
学
ん
だ
の
は
実
際
に
は
、『
綱
鑑
易
知
錄
』（
楚
南
21
）
に
代
表
さ
れ
る
科
挙
受
験
用
の
簡
便
な
参

考
書
で
あ
っ
た
。『
綱
鑑
易
知
録
』
九
二
巻
は
、
清
・
呉
乗
権
等
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
三
皇
五
帝
の
神
話
時
代
か
ら
、
元
朝
ま
で
の
歴
史

書
で
あ
る
。
こ
れ
に
朱
國
標
等
編
『
明
鑑
易
知
録
』
一
五
巻
を
加
え
て
、
清
朝
以
前
の
全
て
の
歴
史
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
完
成
す
る
こ

10

11
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と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
綱
」
は
、南
宋
・
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
を
意
味
し
、「
鑑
」
は
北
宋
・
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
を
意
味
す
る
。「
綱

鑑
」
と
題
さ
れ
る
歴
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
起
源
は
、
戦
国
時
代
の
始
ま
り
（
紀
元
前
四
〇
三
）
か
ら
五
代
の
終
わ
り
（
九
五
九
）
ま
で
の
歴

史
を
編
年
体
に
ま
と
め
た
北
宋
・
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
二
九
四
巻
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
南
宋
の
朱
熹
及
び
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
、『
資

治
通
鑑
』
に
基
づ
き
、
朱
熹
の
歴
史
観
を
反
映
さ
せ
た
更
に
簡
便
な
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
五
九
巻
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
非
常
に
複

雑
な
経
過
を
経
て
、
科
挙
受
験
参
考
書
と
し
て
の
膨
大
な
通
鑑
系
俗
書
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く　
。『
綱
鑑
易
知
録
』
は
そ
の
最
終
形
態
の

一
つ
で
あ
る
。

　

国
学
の
官
話
詩
文
学
生
が
学
ば
ね
ば
な
ら
な
っ
た
『
尊
駕
』『
白
姓
』『
人
中
画
』
は
、
い
ず
れ
も
中
国
語
会
話
の
教
科
書
で
あ
る
。
中
国

は
方
言
差
の
大
き
い
広
大
な
領
域
を
支
配
す
る
た
め
、明
清
時
代
に
官
僚
の
使
用
す
る
言
葉
と
し
て
標
準
的
言
語
「
官
話
」
が
形
成
さ
れ
た
。

琉
球
人
た
ち
は
、
官
話
を
学
習
す
る
た
め
彼
ら
独
自
の
官
話
教
科
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
が
琉
球
官
話
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
群
で
あ
る
。

簡
単
な
単
語
集
で
あ
る
『
官
話
』『
官
話
三
字
口
』、
会
話
例
文
集
で
あ
る
『
学
官
話
』『
尊
駕
』『
官
話
問
答
便
語
』、
そ
し
て
単
語
集
と
会

話
例
文
集
を
合
わ
せ
た
『
広
応
官
話
』、
対
話
文
で
あ
る
が
物
語
形
式
と
な
っ
て
い
る
『
白
姓
』、
更
に
中
国
の
白
話
小
説
を
官
話
の
文
体
に

改
変
し
て
琉
球
官
話
テ
キ
ス
ト
と
し
た
『
人
中
画
』　
、
ま
た
、
外
交
の
場
に
お
け
る
想
定
問
答
集
『
条
款
官
話
』
な
ど
が
あ
る
。
楚
南
家

文
書
に
は
、
漢
字
一
字
な
い
し
は
二
字
以
上
の
語
句
に
対
し
て
、
朱
に
て
圏
撥
を
加
え
、
墨
書
小
字
で
、
同
音
（
四
声
は
必
ず
し
も
同
一
で

は
な
い
）
の
漢
字
を
加
え
、
発
音
を
標
記
し
た
『
官
話
』（
楚
南
89
）、
種
々
の
琉
球
官
話
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
『
琉
球
官
話
抄
』（
楚

南
90
）、
入
門
的
な
官
話
問
答
を
列
挙
す
る
官
話
教
科
書
で
あ
る
『
官
音
簡
要
揀
選
六
條
』（
楚
南
91
、
魏
掌
政
所
持
本
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
『
人
中
画
』
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
は
明
清
の
白
話
小
説
は
、
官
話
に
比
べ
る
と
硬
い
文
章
で
は
あ
る
が
、
中
国
会
話
を

学
ぶ
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
明
・
抱
甕
老
人
輯
『
今
古
奇
觀
』（
楚
南
42
）、『
西
漢
演
義
』（
楚
南
43
）、
清
・
曹

霑
撰
、
清
・
高
鶚
續
『
增
評
補
像
全
圖
金
玉
緣
』（
楚
南
44
）
は
中
国
語
学
習
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
今
古
奇
観
』
は
、
明

代
の
短
篇
白
話
小
説
集
、『
西
漢
演
義
』
は
前
漢
を
扱
っ
た
明
代
の
長
篇
白
話
歴
史
小
説
、『
金
玉
縁
』
は
清
朝
の
長
篇
白
話
小
説
『
紅
楼
夢
』

で
あ
る
。
さ
ら
に
、清
・
張
錫
捷
撰
『
較
正
官
音
仕
途
必
需
雅
俗
便
覧
』（
楚
南
20
）、清
・
蔡
奭
撰
『
新
刻
官
音
彙
解
釋
義
音
註
』（
楚
南
18
）、

清
・
蔡
奭
撰
『
新
刻
官
話
彙
解
便
覧
』（
楚
南
19
）
は
、
い
ず
れ
も
閩
語
方
言
を
話
す
福
建
人
が
共
通
語
で
あ
る
官
話
を
学
習
す
る
た
め
の

官
話
語
彙
集
で
あ
る
が
、
琉
球
人
に
と
っ
て
も
官
話
学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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楚
南
家
文
書
に
は
、
暦
学
関
係
の
書
物
が
二
組
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
清
・
薛
長
庚
撰
『
廸て

き

吉き
つ

全ぜ
ん

書し
ょ

』（
楚
南
29
）
で
、
本
書
は
、

本
来
三
冊
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
二
冊
が
現
存
。
一
冊
目
は
、
初
め
に
「
筭
盈
差
縮
差
法
」「
乗
限
法
」「
筭
遅
疾
差
度
分
法
」「
加
減
差
法
」

「
定
朔
弦
望
」
の
説
明
二
葉
が
あ
り
、
次
に
「
大
統
暦
法
」
解
説
（「
先
推
中
積
」「
次
求
通
積
」「
三
推
冬
至
」「
求
節
気
法
」「
求
節
気
日
時

刻
数
法
」）「
六
十
甲
子
鈴
」「
定
時
法
」「
定
節
気
時
刻
法
」「
定
子
時
法
」
が
四
葉
続
き
、「
西
洋
暦
法
」
の
解
説
が
三
葉
続
く
。
次
に
十
二

時
辰
図
二
葉
が
あ
り
、
以
下
は
吉
凶
選
日
の
説
明
が
「
夫
婦
交
会
宜
旺
相
日
」「
夫
婦
交
会
宜
避
忌
日
」「
筭
男
女
歌
訣
」「
筭
得
病
生
死
法
」

「
二
十
四
節
気
時
刻
表
」「
逐
月
祈
祷
吉
日
」
と
続
く
。
そ
の
後
に
、
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
辛
亥
の
「
覚お
ぼ
え」

が
挿
入
さ
れ
、
こ
れ
以
下
は
、

福
州
府
陰
陽
学
事
・
薛
長
庚
に
よ
る
『
廸
吉
全
書
』（
お
そ
ら
く
は
刊
本
）
と
い
う
通
書
（
暦
書
）
の
写
し
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
冊
「
廸

吉
全
書
」
は
、
六
巻
で
、「
歩
気
朔
巻
之
一
」「
歩
気
朔
次
気
巻
之
二
」「
太
陽
冬
至
前
後
立
成
巻
之
三
」「
太
陽
夏
至
前
後
立
成
巻
之
四
」「
暦

成
巻
之
五
」「
暦
成
巻
之
六
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
本
書
は
、
中
国
に
お
け
る
明
代
の
大
統
暦
か
ら
、
西
洋
暦
学
を
取
り
入
れ
た
清
朝
の

時
憲
書
（
時
憲
暦
）
へ
の
入
れ
替
わ
り
に
対
す
る
琉
球
側
の
対
応
を
示
す
資
料
で
あ
る　
。
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）「
覚
」
に
よ
れ
ば
、

古こ

波は

蔵ぐ
ら

通つ
う

事じ

親ペ
ー
チ
ン

雲
上
（
楊
春
枝
）
が
康
熙
六
年
（
一
六
六
七
）
に
中
国
に
わ
た
り
暦
学
を
学
習
し
持
ち
帰
っ
た
秘
伝
書
の
写
し
「
大
通
書
壱

冊
」
及
び
湖こ

城ぐ
す
く

親ウ
ェ
ー
カ
タ
方
（
蔡
肇
功
、一
六
五
六
〜
一
七
三
七
）
が
康
熙
一
七
年
（
一
六
七
八
）
に
同
じ
く
中
国
に
渡
り
暦
学
を
学
習
し
持
ち
帰
っ

た
秘
伝
書
の
写
し
「
節
氣
時
刻
書
壱
冊
」「
推
日
出
入
法
書
壱
冊
」（
前
著
に
合
冊
）「
推
大
小
書
壱
冊
」
の
計
三
冊
が
傷
ん
だ
の
で
、
雍
正

九
年
（
一
七
三
一
）
新
た
に
二
部
書
写
し
、
一
部
を
天
妃
宮
に
納
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、『
推
朔
望
法
』（
楚
南
72
）
及
び
『
求
節
氣
』（
楚
南
73
）、『
四
行
立
成
』（
楚
南
74
）、『
太
陽
均
度
立
成
』（
楚
南
75
）、『
太

陰
均
度
立
成
』（
楚
南
76
）、『
黄
赤
道
差
加
減
時
分
立
成
』（
楚
南
77
）
の
六
文
書
で
あ
る
。
本
書
は
形
式
を
同
じ
く
す
る
一
連
の
文
書
群
で
、

い
ず
れ
も
表
紙
に
「
久
米
村
御
物
」
と
記
し
、
巻
末
に
咸
豊
九
年
（
一
八
五
九
）
の
跋
文
を
有
す
る
。
久
米
村
で
特
に
重
要
な
文
書
と
し
て

保
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、い
ず
れ
も
暦
学
に
関
す
る
文
書
で
暦
を
作
成
す
る
た
め
の
計
算
手
順
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
文
書
が
、

楚
南
家
文
書
に
含
ま
れ
る
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
楚
南
家
の
一
員
に
は
暦
学
に
詳
し
い
人
物
が
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
琉
球
で
は
、

一
六
七
四
年
以
降
、
中
国
に
人
を
派
遣
し
て
暦
法
を
学
ば
せ
、
中
国
暦
を
参
考
に
し
て
独
自
に
暦
書
を
作
成
、
刊
行
し
て
い
た　
。
出
版
さ

れ
た
琉
球
版
暦
書
と
し
て
は
清
朝
後
期
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
久
米
島
に
保
存
さ
れ
た
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）
刊
の
琉
球
暦
「
大
清

同
治
八
年
選
日
通
書
」
で
は
表
紙
に
は
っ
き
り
と
「
琉
球
國
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
国
学
で
は
、
官
話
詩
文
学
生
は
詩
作
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
唐
詩
合
解
』
が
用
い
ら
れ
て
い

た
と
い
う　
。
楚
南
家
文
書
の
清
・
王
堯
衢
編
『
古
唐
詩
合
解
』
一
二
巻
（
楚
南
40
）
は
、琉
球
人
に
と
っ
て
の
漢
詩
作
成
の
教
科
書
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
楚
南
家
文
書
に
は
、
唐
詩
の
選
集
と
し
て
の
明
・
呉
琯
、
方
一
元
編
『
唐
詩
紀
』（
楚
南
36
）　
や
、
唐
詩
の
解
説
書
と
し
て
の

明
・
唐
汝
詢
編
『
唐
詩
解
』（
楚
南
37
〜
39
）
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
琉
球
人
著
作
中
の
琉
球
・
阮
宣
詔
・
鄭
學
楷
・
向
克
秀
・
東
國
興

撰
『
琉
球
詩
課
』
四
巻
（
楚
南
83
〜
85
）
は
、道
光
二
〇
年
（
一
八
四
〇
）
に
北
京
の
国
子
監
に
派
遣
さ
れ
た
琉
球
官
生
四
人
の
帖
体
詩
（
試

帖
詩
）
を
集
め
た
詩
集
で
あ
る
。
官
生
と
は
、
琉
球
王
の
命
を
受
け
て
、
明
、
清
両
王
朝
期
に
北
京
の
国
子
監
に
留
学
し
た
琉
球
人
学
生
の

こ
と
で
あ
る
。
帖
体
詩
（
試
帖
詩
）
と
は
、
中
国
の
科
挙
試
験
で
要
求
さ
れ
る
五
言
八
韻
の
排
律
と
い
う
特
殊
な
詩
形
で
あ
る
。
国
子
監
で

は
琉
球
官
生
は
教
育
係
と
し
て
の
教
習
か
ら
詩
文
を
学
ん
だ
。
序
文
の
作
者
で
あ
る
孫
衣
言
（
一
八
一
五
〜
一
八
九
四
）
が
彼
ら
の
国
子
監

教
習
で
あ
り
、
彼
ら
の
詩
集
に
評
定
（
コ
メ
ン
ト
と
訂
正
）
を
行
っ
て
い
る
。
琉
球
・
阮
宣
詔
・
鄭
學
楷
・
向
克
秀
・
東
國
興
撰
『
琉
球
詩

錄
』
四
巻
（
楚
南
81
・
82
）
は
、同
じ
く
琉
球
官
生
四
人
の
古
今
体
詩
（
古
体
詩
、近
体
詩
）
を
集
め
た
詩
集
で
あ
る
。
ま
た
、『
琉
球
詩
錄
』

二
巻
本
（
楚
南
86
）
は
、
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
に
北
京
の
国
子
監
に
派
遣
さ
れ
た
琉
球
官
生
二
人
（
林
世
功
・
林
世
忠
）
の
古
今
体
詩

（
古
体
詩
、近
体
詩
）
を
集
め
た
詩
集
で
あ
る
。
序
文
の
作
者
で
あ
る
孫
衣
言
は
、道
光
二
〇
年
（
一
八
四
〇
）
の
琉
球
官
生
四
人
（
阮
宣
詔
・

鄭
學
楷
・
向
克
秀
・
東
國
興
）
の
国
子
監
教
習
で
、
彼
ら
の
詩
集
で
あ
る
四
巻
本
『
琉
球
詩
録
』『
琉
球
詩
課
』
に
も
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

『
琉
球
詩
録
』
二
巻
本
に
評
定
を
行
っ
た
人
物
は
、
林
世
功
・
林
世
忠
の
国
子
監
で
の
教
習
で
あ
る
徐
幹
で
あ
る
。
林
世
功
（
一
八
四
二
〜

一
八
八
〇
）
は
、
帰
国
後
、
琉
球
王
府
の
教
育
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
明
治
政
府
に
よ
る
「
琉
球
処
分
」
の
過
程
に
危
機
を
感
じ
、
清
国
に

渡
り
清
朝
政
府
に
陳
情
活
動
を
行
っ
た
が
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
日
清
両
国
に
お
い
て
琉
球
分

割
条
約
が
議
論
さ
れ
る
中
、
明
治
一
三
年
一
一
月
に
北
京
で
抗
議
の
自
殺
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
楚
南
家
の
誰
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
著
者
不
明
の
習
作
詩
稿
と
し
て
『
詩
稿
』（
楚
南
78
）
が
あ
る
。
本
書
は
巻
頭

に
近
体
詩
の
平
仄
規
則
、
正
俗
字
、
用
字
法
、
字
弁
、
作
詩
法
を
記
す
。
さ
ら
に
、
漢
詩
習
作
集
と
し
て
、
琉
球
人
、
中
国
人
の
多
数
の
詩

を
集
め
た
『
詩
抄
』（
楚
南
87
）
が
あ
る
。
作
者
に
は
、
魏
国
香
、
梁
学
孔
、
蔡
世
昌
、
梁
必
達
、
程
順
則
、
林
奕
海
、
鄭
啓
庸
、
蔡
温
、

魏
学
源
、
王
宏
遠
、
王
得
才
、
首
里
官
生
杦
良
敷
、
義
村
按
司
、
王
丕
烋
、
鄭
孝
徳
、
首
里
官
生
高
良
、
魏
学
道
、
蔡
良
佑
、
鄭
嘉
訓
、
梁

光
地
、
首
里
官
生
名
嘉
地
親
雲
上
、
鄭
良
弼
、
兼
益
、
汝
翼
、
慶
哲
、
掌
治
、
趙
文
楷
、
李
鼎
元
、
王
文
治
、
毛
有
増
、
林
奕
潢
、
王
兆
杜
、
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蔡
佐
、
魏
掌
政
、
宜
野
湾
親
方
、
徐
葆
光
、
費
錫
章
、
斉
鯤
、
胡
靖
、
汪
楫
、
毛
嘉
梧
、
紅
泰
熙
、
阮
宣
佑
、
鄭
元
偉
、
雍
錫
年
ら
が
い
る
。

　
『
尺せ
き

牘と
く

集し
ゅ
う』（

楚
南
88
）
は
、
琉
球
人
の
尺
牘
文
を
収
集
し
た
も
の
で
、
差
出
人
は
毛
國
棟
、
陳
善
継
、
魏
掌
政
、
金
品
高
、
梁
世
範
、
蔡

騰
輝
、
謝
維
垣
、
阮
宣
詔
、
鄭
秉
衡
、
鄭
澄
瀾
、
鄭
懋
昌
、
林
世
功
、
林
世
忠
ら
の
名
前
が
見
え
る
。
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
か
ら
一
一

年
（
一
八
六
一
）
ま
で
の
年
号
、
干
支
が
見
ら
れ
る
。
朱
文
で
「
謝
鼎
先
生
改
正
」
と
あ
る
の
で
、
福
州
の
謝
鼎
先
生
に
校
閲
を
依
頼
し
、

尺
牘
の
例
文
集
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
琉
球
人
の
尺
牘
の
具
体
的
な
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

魏
掌
政
は
、
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
に
漢
文
組
立
寄
役
・
文
之
類
作
為
之
中
師
匠
と
な
り
、
三
年
勤
め
て
、
咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
）

に
漢
文
組
立
役
・
文
之
類
作
為
之
師
匠
に
転
じ
て
い
る
。
漢
文
組
立
役
と
は
、
漢
文
行
政
文
書
の
作
成
、
管
理
を
す
る
役
職
で
あ
る
が
、
こ

の
時
期
に
多
く
の
漢
文
行
政
文
書
を
作
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
治
三
〜
四
年
（
一
八
六
四
〜
六
五
）
に
存
留
通
事
と
し
て
渡
唐

し
た
が
、
こ
の
公
務
の
た
め
に
も
多
く
の
資
料
を
参
考
と
し
て
収
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
す
る
大
量
の
漢
文
行
政
文
書

が
楚
南
家
文
書
に
は
含
ま
れ
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
池
谷
望
子
、
内
田
晶
子
、
得
能
壽
美
、
本
村
育
恵
に
よ
り
翻
刻
、
訳

注
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
清
末
漢
文
組
立
役
家
伝
書
』（
楚
南
63
）、『
楚
南
家
文
書
「
呈
稟
文
集
」』（
楚
南
66
、
楚
南
68
）、『
楚
南
家
文
書

「
呈
稟
文
集
」
続
編
／
全
訳
注
』（
楚
南
67
、
楚
南
54
）
で
あ
る　
。
上
記
研
究
に
基
づ
い
て
、
楚
南
家
文
書
中
の
漢
文
行
政
文
書
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
上
記
研
究
で
考
察
さ
れ
た
資
料
「
呈
稟
文
集
」
は
七
冊
あ
る
。
そ
の
第
一
冊
に
は
、「
呈
」「
稟
」
の
外
形
的
特
徴
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
呈　

名
称
は
「
呈
子
」。
公
事
に
用
い
る
。
用
紙
は
長
文
紙
を
使
用
。
封
筒
の
表
に
「
呈
」
と
記
さ

な
い
。」、「
稟　

名
称
は
「
稟
帖
」。
私
事
に
用
い
る
。
用
紙
は
白
全
摺
子
、
ま
た
は
白
手
本
を
使
用
。
封
筒
の
表
に
「
稟
」
と
記
す
。」。
さ

ら
に
、
清
朝
前
期
に
属
す
る
文
書
を
収
め
る
第
一
冊
、
第
二
冊
に
「
呈
」
が
多
く
、
清
朝
後
期
に
属
す
る
文
書
を
収
め
る
そ
れ
以
外
の
冊
に

「
稟
」
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
、
清
朝
国
内
に
お
い
て
「
稟
」
が
常
用
の
公
用
文
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
乾
隆
初
年
以
降
で

あ
る
の
と
対
応
す
る
と
す
る
。
ま
た
、
前
述
の
定
義
に
「
呈
」「
稟
」
の
区
別
を
公
事
と
私
事
の
差
と
す
る
が
、
実
際
の
案
件
内
容
に
は
差

が
な
く
、「
呈
」
は
型
通
り
の
公
務
の
と
き
に
、「
稟
」
は
そ
れ
以
外
の
事
態
の
対
応
に
用
い
ら
れ
、
同
一
の
案
件
に
対
し
て
は
、
前
例
通
り

の
請
願
で
あ
れ
ば
「
呈
」、
臨
機
の
請
願
で
あ
れ
ば
「
稟
」
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
。
特
に
第
一
冊
、
第
二
冊
に
は
、
お
そ
ら
く
康
熙
年
間

と
思
わ
れ
る
実
際
の
文
書
か
ら
固
有
名
詞
、
年
月
日
を
省
略
し
文
案
化
し
た
も
の
が
相
当
数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
新
た
な
事
態
に
対

応
す
る
た
め
の
案
文
集
と
し
て
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
資
料
は
、
清
朝
側
の
資
料
も
少
な
く
、『
歴
代
宝
案
』
の
記
事
も

18
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乏
し
い
康
熙
年
間
の
中
国
琉
球
関
係
の
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

　

筆
者
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
一
〇
月
に
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
か
ら
楚
南
家
文
書
の
調
査
を
許
可
さ
れ
、
現
在
、
う
る
ま
市

図
書
館
長
の
榮
野
川
敦
（
当
時
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
職
員
）
と
と
も
に
調
査
に
当
た
り
、
目
録
を
作
成
し
、『
琉
球
列
島
宗
教
関
係
資

料
漢
籍
目
録
』（
榕
樹
社
、
一
九
九
四
年
）
に
収
録
公
刊
し
た
。
当
時
の
調
査
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
、
永
く
非
公
開
で
あ
っ
た
楚

南
家
文
書
に
つ
い
て
、
目
録
を
作
成
す
る
と
い
う
目
的
で
、
漢
籍
に
限
定
し
て
調
査
の
許
可
が
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
楚
南
家

文
書
は
、
未
修
復
の
段
階
で
、
破
損
甚
だ
し
く
、
虫
害
も
著
し
く
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
困
難
な
資
料
も
多
く
、
書
名
を
確
認
す
る
こ

と
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
。
今
回
、
こ
の
目
録
作
成
の
た
め
に
楚
南
家
文
書
を
詳
し
く
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
当
時
と
は
異
な
り
、

修
復
も
完
了
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
が
問
題
な
く
閲
覧
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
の
調

査
当
時
は
琉
球
漢
籍
に
つ
い
て
の
知
見
も
十
分
で
は
な
く
、
目
録
化
に
あ
た
っ
て
の
誤
り
も
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
改
め
て
訂
正
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
目
録
作
成
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
沖
縄
文
化
研
究
所
の
関
係
者
の
方
々
に
は
感
謝
を
さ
さ
げ
た

い
。
ま
た
、
も
う
故
人
と
な
ら
れ
た
が
、
最
初
の
調
査
に
当
た
っ
て
資
料
の
閲
覧
許
可
に
ご
尽
力
を
賜
っ
た
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
の

比
嘉
実
先
生
に
も
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。

１　

�『
琉
球
一
件
帳
』（
一
八
二
〇
年
前
後
）
に
よ
れ
ば
、
首
里
の
上
級
士
は
、
二
七
三
家
、
下
級
士
は
一
二
二
四
家
、
那
覇
・
久
米
村
の
下
級
士
は

一
一
八
一
家
、
泊
村
の
下
級
士
は
二
一
八
家
。
一
九
〇
三
年
で
、
久
米
村
の
下
級
士
は
五
九
二
家
（
沖
縄
県
統
計
書
）
で
あ
っ
た
。
梅
木
哲
人
「
近
世

琉
球
士
族
社
会
の
構
成
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
一
八
、一
九
九
二
年
）
参
照
。

２　
『
那
覇
市
史　

資
料
編　

第
一
巻
六　

家
譜
資
料
二
（
上
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）。

３　

�

注
２
及
び
『
清
末
漢
文
組
立
役
家
伝
書
』（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、沖
縄
研
究
資
料
二
八
、二
〇
一
一
年
三
月
）、『
楚
南
家
文
書
「
呈
稟
文
集
」』（
法

政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、沖
縄
研
究
資
料
三
〇
、二
〇
一
五
年
二
月
）、『
楚
南
家
文
書
「
呈
稟
文
集
」
続
編
／
全
訳
注
』（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、

沖
縄
研
究
資
料
三
一
、二
〇
一
八
年
三
月
）
参
照
。

４　

�『
大
島
筆
記
』
三
、
雑
話
上
。
島
村
幸
一
編
『
琉
球
船
漂
着
者
の
「
聞
書
」
世
界
―
『
大
島
筆
記
』
翻
刻
と
研
究
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
に

よ
る
。
な
お
、
原
文
は
漢
字
片
仮
名
書
き
。
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５　
『
大
島
筆
記
』
一
、
琉
人
漂
着
次
第
。

６　

�「
備
旨
」
に
つ
い
て
は
、
真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
』（『
真
境
名
安
興
全
集
』
第
二
巻
、
那
覇
、
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
三
年
）
第
三
篇
第
三
章

の
注
に
「
四
書
備
旨
四
冊
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
平
等
学
校
公
事
帳
で
分
っ
た
」
と
あ
る
。

７　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
全
國
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

８　
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
七
五
・
集
部
・
別
集
類
存
目
二
「
退
庵
遺
稾
七
巻
」。

９　

注
３
参
照
。

10　

�

真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
』
第
三
編
近
世
期
第
三
章
第
一
節
国
学
に
「
講
談
学
生
は
（
一
）
四
書
体
註
（
凡
一
枚
半
）
五
経
の
中
詩
経
衍
義
・
書

経
体
註
・
易
経
会
解
・
礼
記
陳
浩
註
・
春
秋
胡
伝
等
（
凡
一
枚
半
）
及
び
二
十
一
史
の
中
（
凡
一
枚
）
か
ら
訓
点
を
為
さ
し
む
る
も
の
と
（
二
）
論
文
・

呈
文
・
咨
文
・
録
文
の
中
か
ら
師
匠
の
選
定
に
依
っ
て
文
章
を
起
稿
（
三
枚
位
）
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
又
官
話
詩
文
学
生
は
（
一
）
官
音
（
四
声

句
読
）
を
以
て
尊
駕
白
姓
（
書
名
）
及
び
人
中
話
（
書
名
）
の
中
か
ら
朗
読
（
一
枚
位
）
せ
し
む
る
も
の
と
（
二
）
四
書
体
註
（
凡
一
枚
半
）
の
中
か

ら
訓
点
を
施
さ
し
む
る
も
の
及
び
（
三
）
詩
作
と
が
あ
る
。」
ま
た
、「
国
学
の
教
科
書
は
初
め
は
主
と
し
て
四
書
・
五
経
・
唐
詩
合
解
な
ど
を
用
ゐ
て

ゐ
た
が
、
後
年
に
な
っ
て
更
に
支
那
の
呈
文
・
咨
文
・
録
文
・
論
文
等
の
諸
科
が
加
へ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。」
と
い
う
。
注
６
参
照
。

11　

�

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
五
經
體
註
大
全
』
で
は
、清
・
來
爾
繩
撰
『
易
經
大
全
會
解
』
四
巻
、清
・
錢
希
祥
撰
『
書
經
體
註
大
全
合
參
』

六
巻
、
清
・
陳
世
楷
撰
『
詩
經
融
註
大
全
體
要
』
八
巻
、
清
・
范
翔
撰
『
漱
芳
軒
合
纂
禮
記
體
註
』
四
巻
、
晋
・
杜
預
註
、
宋
・
林
堯
叟
註
、
唐
・
陸

德
明
音
義
、
明
・
鍾
惺
等
評
點
『
春
秋
左
氏
傳
』
五
〇
巻
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

12　

中
砂
明
徳
『
中
国
近
世
の
福
建
人　

士
大
夫
と
出
版
人
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

13　

木
津
祐
子
『
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵　

琉
球
写
本
『
人
中
畫
』
四
巻
付
『
白
姓
』』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

14　

中
鉢
良
護
「
王
府
の
暦
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
沖
縄
文
化
』
七
七
、一
九
九
三
年
）
参
照
。

15　

�『
球
陽
』
尚
貞
王
六
年
「
印
造
暦
書
通
行
国
中
」。
高
津
孝
『
博
物
学
と
書
物
の
東
ア
ジ
ア
―
薩
摩
・
琉
球
と
海
域
交
流
―
』（
榕
樹
書
林
、二
〇
一
〇
年
）

第
二
部
第
一
章
「
琉
球
の
出
版
文
化
」
参
照
。

16　

注
10
参
照
。

17　

�

楚
南
家
文
書
36
の
『
唐
詩
紀
』
は
、
清
朝
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
法
式
善
（
一
七
五
二
〜
一
八
一
三
）
の
旧
蔵
本
で
、「
詩
龕
／
書
畫
印
」「
存
素
／

堂
／
珍
藏
」「
灋
式
／
善
鑒
／
藏
印
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

18　

�

注
３
参
照
。


